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詳細については「日本美しの森 お薦め国有林」のウェブサイト
（http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kokumin_mori/
katuyo/reku/rekumori/）をご覧ください。

高尾山４号路吊り橋

シモバシラに生じた霜の帯

高尾山頂から富士山を望む

高尾山自然休養林（東京都八王子市）
【概要】
　高尾山（599m）は、都心の新宿から西へ約 40㎞に位置し、年間 300 万人が訪れる世
界一登山者の多い山としてミシュランガイドにも掲載されています。この地域は明治の森
高尾国定公園に指定されているほか、昨年 6 月には文化庁より「霊

れ い き
気満

まんざん
山高尾山」として

都内で初となる日本遺産にも認定されました。
　高尾山一帯は、古くから高尾山薬王院の修験道を実践する場として、北条氏が統治する
戦国時代から伐採が禁じられ、森林が保護されてきました。また、一帯の森林は、カシな
どの暖温帯系の照

しょうようじゅりん
葉樹林、ブナやコナラなどの冷温帯系の落

らくようこうようじゅりん
葉広葉樹林、モミやツガなど

の中間温帯系の針
しんようじゅりん

葉樹林の境界に位置するため植生が豊かとなっており、このため数千種
類といわれる昆虫のほか、ムササビやアカゲラなども生息しています。

【見どころ】
　高尾山は、山腹までケーブルカーやリフトが整備され、山頂に至る7 つの登山コースがあ
るので、ハイキングから本格的な登山まで楽しめます。山頂からは、都心をはじめ富士山や
丹沢山地を見渡すことができ、これからの季節は、ケーブルカーやリフトでゆっくり紅葉を
楽しみながらの散策もオススメです。都心から1 時間ちょっとで都会の喧噪を離れ、豊かな
自然を堪能できる別世界を楽しんでみてはいかがでしょうか。

（八王子観光コンベンション協会）  https://www.hkc.or.jp/
（高尾登山電鉄）  https://www.takaotozan.co.jp/

【アクセス】
【公共交通機関の場合】
・新宿駅（京王線: 約50 分）→高尾山口駅（徒歩: 約5 分）→高尾山自然休養林
・東京駅（JR 中央線: 約1 時間）→高尾駅（京王線: 約5 分）→高尾山口駅（徒歩: 約5 分）→高尾山自然休養林
【車の場合】
・高尾山IC →高尾山自然休養林（約1.5km）
・八王子IC 第2 出口→高尾山自然休養林（約9km）

 【 表紙の写真 】
ウッドデザイン賞2019 優勝賞

（林野庁長官賞）屋久島町庁舎
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　令和3年6月、「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」の一部が改正され、
10月は「木材利用促進月間」、10月8日は「木材利用促進の日」と法定化されました（令和3
年10月1日施行）。
　林野庁は毎年10月を「木づかい推進月間」として木材利用を促進する活動を集中的に行って
きましたが、今後は「木材利用促進月間」として、また10月8日は「木材利用促進の日」通称「木
の日」（「木」の字が「十」と「八」に分解できるため）として、林野庁のみならず他の行政や各
種団体、企業等と一体となって、「木づかい運動」を推進するイベントなど様々な取組を全国で
展開します。
　林野庁や関係各省では、身の回りのものを木に変えることなどを指す「ウッド・チェンジ（注）」
を合言葉に「木づかい運動」を展開するよう、情報発信や普及イベントの開催などへ支援を行っ
ています。本特集では、皆さんが「ウッド・チェンジ」を進められるよう、建築物の木造・木質化や、
暮らしの中で取り入れられる木製品等の好事例をご紹介します。
注：ウッド・チェンジとは、身の回りのものを木に変える、木を暮らしに取り入れる、建築物を木造・木質化するなど、

木の利用を通じて持続可能な社会へチェンジする行動を指します。

いずれもウッドデザイン賞を受賞

ウッド・チェンジ
〜木づかいが森をよくする 暮らしを変える〜
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業
施
設
や
暮
ら
し
の
中
の
身
近
な
製
品
等
に

木
材
を
巧
み
に
取
り
入
れ
る
事
例
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

法
隆
寺
も
驚
く
今
の
木
造

十
階
超
の
純
木
造
ビ
ル
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
株
式
会
社
大
林
組
で
は
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
「
脱
炭
素
」「
価
値
あ
る
空

間
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
共
創
」
を
目
指
し
た

活
動
の
一
環
と
し
て
、
木
質
大
型
建
築
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
神
奈

川
県
横
浜
市
に
お
い
て
、日
本
初
と
な
る
「
純

木
造
高
層
耐
火
建
築
物
」（
地
上
11
階
・
地
下

１
階
）
の
建
設
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

構
造
部
材（
柱・梁・床・壁
）を
全
て
木
材

と
す
る
日
本
初
か
つ
世
界
的
に
も
類
を
見
な

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

主
な
特
徴
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

● 

柱
と
梁
を
強
固
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
施
工

性
に
も
配
慮
し
た
「
十
字
ユ
ニ
ッ
ト
」
を

木
づ
か
い
が 

森
を
よ
く
す
る

暮
ら
し
を
変
え
る

　
我
が
国
で
は
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
森
林
資

源
が
と
て
も
充
実
し
、
現
在
利
用
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。
こ
の
資
源
の
「
伐
っ
て
、使
っ
て
、

植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
循
環
利
用
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、
国
産
材
の
安
定
供
給
と

と
も
に
木
材
の
需
要
拡
大
が
重
要
で
す
。
木

材
は
、
伐
採
さ
れ
る
ま
で
の
成
長
過
程
で
炭

素
を
吸
収
し
ま
す
。
利
用
を
進
め
、
若
返
り

を
図
る
こ
と
は
、
森
林
の
炭
素
吸
収
量
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
木
材

を
建
築
物
な
ど
の
材
料
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
は
、
森
林
が
吸
収
し
た
炭
素
を
引
き
続
き

貯
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
鉄
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
資
材
を
使
う
よ
り
も

製
造
時
の
炭
素
排
出
量
が
削
減
で
き
る
こ
と

か
ら
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。

　
昨
今
、
こ
う
し
た
木
材
利
用
の
意
義
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ら
れ
た
企
業
に
よ
り
、
商

開
発

● 

１
階
の
柱
に
国
内
初
と
な
る
３
時
間
耐
火

仕
様
「
オ
メ
ガ
ウ
ッ
ド（
耐
火
） 

」
を
採
用

● 

Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
構
造
用
合
板
を
組
み
合
わ
せ
た

遮
音
性
の
高
い
床
シ
ス
テ
ム
を
開
発

● 

純
木
構
造
に
お
け
る
外
装
を
利
用
し
た
避

雷
シ
ス
テ
ム
を
開
発

　
こ
れ
ら
の
技
術
開
発
に
よ
り
高
層
建
築
を

木
造
で
つ
く
る
た
め
に
様
々
な
課
題
を
克
服

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
６
月
14
日
に
上
棟
し
、
来
年
３
月
に

竣
工
を
迎
え
ま
す
。

　
本
計
画
で
使
用
す
る
木
材
は
構
造
材
が
約

１
，
６
８
０
㎥
、
内
装
材
が
約
２
５
０
㎥
に

の
ぼ
り
（
約
70
％
を
国
内
で
調
達
）、
地
球
温

暖
化
ガ
ス
排
出
量
（
Ｇ
Ｗ
Ｐ
）
は
、
鉄
骨
造

の
約
１
／
２
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
約

１
／
４
と
試
算
さ
れ
、
木
材
利
用
量
拡
大
・

炭
素
排
出
量
の
抑
制
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

完成時は被覆される床、壁、天井も、建設時はこのとおりの木質感

詳細はこちらのウェブサイトより
ご覧ください

十字ユニットを順に積み上げる。巨大だが、他資材よりも軽
く、施工性は容易という

完成イメージ：外からも構造部の
木材が見て取れる

林齢による成長量の違い
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国
内
初
の

高
層
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

木
造
ホ
テ
ル
の
建
設

ホ
テ
ル
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
三
菱
地
所
株
式
会
社
が
今
年
10
月
に
開
業

し
た
「
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
札
幌

大
通
公
園
」は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
、高
層
階（
９

～
11
階
）
を
木
造
と
し
て
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
木
造
を
組
み
合
わ
せ
た
国
内
初
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
木
造
の
高
層
ホ
テ
ル
で
す
。
客
室

は
内
装
や
家
具
に
ふ
ん
だ
ん
に
木
が
使
用
さ

れ
、
本
物
の
木
な
ら
で
は
の
温
も
り
の
あ
る

触
り
心
地
、
味
わ
い
の
あ
る
木
目
、
そ
し
て

ほ
の
か
な
木
の
香
り
を
楽
し
め
る
な
ど
、
五

感
で
木
の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
建
物
に
使
わ
れ
た
木
材
の
端
材
を
再

利
用
し
た
ウ
ッ
ド
ス
ピ
ー
カ
ー
や
レ
コ
ー
ド

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
配
備
さ
れ
る
工
夫
も
み
ら
れ

ま
す
。
建
物
で
使
用
し
た
木
材
の
約
80
％
が

地
元・北
海
道
産
で
あ
り
、
こ
う
し
た
建
物
が

増
え
て
い
く
こ
と
で
、
木
材
の
需
要
が
高
ま

り
、
地
元
の
林
業
に
結
び
つ
い
て
い

く
仕
掛
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ホ

テ
ル
な
ど
多
く
の
方
々
が
利
用
す
る

建
物
の
内
装
に
木
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
で
、
皆
さ
ん
が
木
に
触
れ
る
機
会

が
多
く
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

飲
食
店
で
の
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
効
果

　
株
式
会
社
７
ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
は
、
都
内
の

カ
フ
ェ
に
お
い
て
、
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
を
使
用
し

た
内
装
の
木
質
化
エ
リ
ア
と
非
木
質
化
エ
リ

ア
を
間
仕
切
り
で
区
分
し
、
売
上
管
理
シ
ス

テ
ム
（
Ｐ
Ｏ
Ｓ
）
や
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
等
を
用
い
て
、

生
産
性
・
経
済
性
、
心
理
面
・
身
体
面
等
の

効
果
を
実
証
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
12
月
～
２
０
２
１
年
１
月
に

行
わ
れ
た
実
証
試
験
の
結
果
、
木
質
化
エ
リ

ア
は
、
着
席
率
が
非
木
質
化
エ
リ
ア
に
比
べ

て
約
２
倍
と
な
り
、
売
り
上
げ
が
向
上
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
内
装
木
質
化
が
集
客

や
売
上
の
増
加
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
は
図
１
参
照
）。

出
典
：
公
益
財
団
法
人
日
本
住
宅
・
木
材
技

術
セ
ン
タ
ー
「
令
和
２
年
度
内
装
木
質
化
等

の
効
果
実
証
事
例
集
」

https://w
w

w
.how

tec.or.jp/files/libs/3706
/202105271106396140.pdf

ウッド・チェンジ 〜木づかいが森をよくする 暮らしを変える〜

図１　売上管理システム（POS） データの集計結果（売上増加への貢献）

木に囲まれたベッドスペースは、まるで山のキャビンに
いるかのよう。本物の木のぬくもりやほのかな香りが、
五感をやさしく刺激する

店舗全体図

木質化エリアと非木質化エリアの境界線
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転
が
る
」、「
床
に
座
る
」
と
い
っ
た
こ
と

も
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
保
育
園
の

木
質
化
が
、
子
供
の
集
中
力
向
上
や
倦
怠

感
低
減
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

出
典
：
２
０
２
１
年
３
月
発
行 

公
益
財

団
法
人
日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー

「
内
装
木
質
化
し
た
建
物
事
例
と
そ
の
効

果
─
建
物
の
内
装
木
質
化
の
す
す
め
─
」

https://w
w

w
.how

tec.
o

r.jp
/

p
u

b
lic

s
/

index/336/

子育て支援施設の例
スターブル塩浜「まま＆きっずひろば」

保
育
園
で
の

ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
の
効
果

　
木
質
化
し
た
保
育
室
の
子
供
に
は
、「
イ
ラ

イ
ラ
、
気
が
散
る
」
や
「
不
快
感
、
頭
痛
等
」

が
見
ら
れ
に
く
い
と
い
う
調
査
報
告
が
あ
り

ま
す
。
３
～
５
才
児
を
対
象
と
し
た
保
育
室

に
お
い
て
、
保
育
者
か
ら
子
供
の
様
子
を
聞

く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
非
木

質
化
室
で
は
木
質
化
や
半
木
質
化
室
よ
り
も

「
イ
ラ
イ
ラ
、
気
が
散
る
等
の
注
意
集
中
の
困

難
」
や
「
不
快
感
、
頭
痛
等
の
局
在
し
た
身

体
違
和
感
」
が
見
ら
れ
や
す
い
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た（
左
の
グ
ラ
フ
参
照
）。
ま
た
、

木
質
化
さ
れ
た
部
屋
で
の
特
徴
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
し
て「
模
様
を
見
て
楽
し
む
」「
寝
っ

かなりあると感じる

少しあると感じる

いない

Ｑ
１ 

家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
で
内
装
に
木
を
取
り

入
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
ど
ん
な
事
で
す
か
？

Ａ　
木
材
の
見
た
目
、
に
お
い
、
手
触
り
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
人
に
好
ま
し
い
印
象
を
与

え
た
り
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
り
す

る
と
い
う
研
究
報
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
家

庭
や
オ
フ
ィ
ス
の
様
々
な
場
面
で
木
質
内
装

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
快
適
で
ほ
っ
と

す
る
よ
う
な
空
間
作
り
に
役
立
つ
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
内
装
の
ど
の
部
分
に
何
割
ぐ
ら
い
木
材
を

使
う
か
や
樹
種
に
よ
っ
て
も
人
に
与
え
る
影

響
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
２ 

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
内
装
木
質
化
に
お

す
す
め
の
ス
ペ
ー
ス
は
ど
こ
で
す
か
？
ど
ん

な
効
果
が
あ
り
そ
う
で
す
か
？

Ａ　
最
近
話
題
に
な
っ
た
研
究
の
一
つ
に
、

自
宅
の
寝
室
に
木
質
内
装
が
ど
の
程
度
使
わ

（出展）西本雅人ら：内装木質化の保育室に関する保育者
による評価―保育室の内装木質化による保育への効果に関
する研究―、日本建築学会計画系論文集、第84巻、第756
号、pp.355-363、2019 年2月
（３〜５才児・一斉保育）
眠 気 と だ る さ ： 身体がだるそう、あくびがよく出

る等
注 意 集 中 の 困 難 ： イライラ、気が散る、物事に熱心

になれない等
局在した身体違和感 ： 不快感、頭痛、腹痛等

子
育
て
支
援
施
設

子供の倦怠感と木質化の関係

暮らしの中の
ウッド・チェンジ、

聞いてみました！恒次先生に

東京大学大学院 農学生命科学研究科
木材物理学研究室 准教授

恒次 祐子
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れ
て
い
る
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

「
多
い
」
と
答
え
た
グ
ル
ー
プ
と
「
少
な
い
」

と
答
え
た
グ
ル
ー
プ
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

「
多
い
」
と
答
え
た
グ
ル
ー
プ
で
不
眠
症
の
疑

い
が
あ
る
人
の
割
合
が
少
な
い
こ
と
を
示
し

た
も
の
が
あ
り
ま
す（*

１
）。
寝
室
に
木
材
を
取

り
入
れ
る
の
は
お
す
す
め
の
一
つ
と
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

*

１
： M

orita, E., Yanagisaw
a, M

., Ishihara, 
A. et al., J W

ood Sci 66, 10 (2020)

Ｑ
３ 

内
装
木
質
化
ま
で
は
無
理
な
場
合
、
木

製
品
を
取
り
入
れ
る
効
果
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　
木
材
は
熱
を
奪
い
に
く
い
性
質
が
あ
る

の
で
、
人
が
触
っ
た
と
き
に
冷
た
く
感
じ
に

く
い
特
性
が
あ
り
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で

内
装
を
変
更
す
る
の
が
難
し
い
場
合
は
机
な

ど
の
家
具
に
木
製
品
を
取
り
入
れ
る
と
、
見

た
目
だ
け
で
は
な
く
触
り
心
地
や
使
い
心
地

を
通
し
て
、
良
い
影
響
を
感
じ
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
内
装
木
質
化
等
促
進
の
た
め

の
環
境
整
備
に
向
け
た
取
組
支
援
事
業
（
林

野
庁
補
助
事
業
）
で
も
、
オ
フ
ィ
ス
に
木
材

の
天
板
の
机
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
白
色
メ

ラ
ミ
ン
の
机
よ
り
も
「
集
中
し
や
す
い
」「
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
し
や
す
い
」
と
評
価
さ
れ
た

と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
し
た（*

２
）。

*

２
： 

Ｐ
５
の
「
出
典
」
の
20
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
グ
ラ
フ
（
図
２
）

暮
ら
し
の
中
の

身
近
な
ウ
ッ
ド・チ
ェ
ン
ジ

家
具
の
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ

　
株
式
会
社
キ
シ
ル
は
、
国
内
の
森
林
の
手

入
れ
が
行
き
届
い
て
お
ら
ず
、
山
が
荒
れ
て

い
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
心
配
し
、
ま
た
、
多

く
の
樹
木
が
森
で
利
用
さ
れ
る
の
を
待
っ
て

い
る
と
い
う
現
状
を
知
り
、
国
産
の
木
材
だ

け
を
使
っ
た
家
具
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
叶
う
商
品
を
提
供
す
る
た

め
、
販
売
計
画
を
元
に
伐
採
、
製
材
、
製
造

ま
で
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
六
次
産
業
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
建
築
用
材

に
な
ら
な
い
曲
が
っ
た
木
材
に
新
し
い
価
値

を
吹
き
込
み
、こ
れ
ま
で
９
つ
の
作
品
が
ウ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
温
も
り
溢
れ
永
く
使
え
る
木
製
の
学
習
机

や
椅
子
な
ど
の
家
具
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、

暮
ら
し
の
中
で
取
り
組
め
る
身
近
な
ウ
ッ
ド
・

チ
ェ
ン
ジ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ら
れ
ま
す
。

　
森
を
育
む
紙
製
飲
料
容
器
普
及
協
議
会
で

は
国
産
の
間
伐
材
を
使
用
し
た
紙
製
飲
料
缶

「
カ
ー
ト
カ
ン
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
会
議

な
ど
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
使
い
捨
て
の
コ
ッ

プ
の
代
わ
り
に
カ
ー
ト
カ
ン
が
使
用
さ
れ
る

こ
と
で
、
適
切
に
森
林
の
間
伐
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
貢
献
し
ま
す
。

　
ま
た
、日
本
製
紙
株
式
会
社
で
は
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
に
対
処
す
る
た
め
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
用
い
ず
紙
だ
け
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ

が
で
き
る
ヒ
ー
ト
シ
ー
ル
紙「
ラ
ミ
ナ
Ⓡ
」や
バ

リ
ア
紙「
シ
ー
ル
ド
プ
ラ
ス
Ⓡ
」を
開
発
し
ま
し

た
。こ
れ
ら
は
食
品・化
粧
品・日
用
雑
貨
な
ど

様
々
な
用
途
で
利
用
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

木材利用に関する最近の動向
９月 13 日（月）
第１回ウッド・チェンジ協議会の開催
10 月１日（金）
第１回木材利用促進本部開催
木材利用促進月間のイベント情報は
以下のサイトから！
https://www.rinya.maff.
go.jp/j/riyou/kidukai/
honbu.html

　

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
身
の
周
り
に
は

様
々
な
建
物
や
製
品
が
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
身
近
な

暮
ら
し
の
中
で
利
用
し
て
、
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ

ン
ジ
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

脱
プ
ラ
×
紙
の
可
能
性

　
木
が
原
料
と
な
っ
て
い
る
紙
で
も
、
ウ
ッ

ド
・
チ
ェ
ン
ジ
に
関
す
る
様
々
な
取
組
が
み

ウッド・チェンジ 〜木づかいが森をよくする 暮らしを変える〜

シールドプラス：紙ならではの優しい風合いが中身の魅力もアップ

ラミナ：今までプラスチック
だった食品の包装を紙で実現

伐
採
か
ら
消
費
者
の
手
元
ま
で
一
気
通
貫

バラエティに富み、最
近はベビー向け商品も
みられる
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林
野
庁
令
和
４
年
度
予
算

概
算
要
求
の
概
要

　

８
月
31
日
、令
和
４
年
度
予
算
の

概
算
要
求
が
財
務
省
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。林
野
庁
関
係
予
算
の
概
算
要

求
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
林
野
庁
の
一
般
会

計
予
算
の
要
求
総
額
は
３
，４
６
２
億

円
で
、こ
の
う
ち
公
共
事
業
費
は
２
，

３
１
４
億
円
、非
公
共
事
業
費
は
１
，

１
４
８
億
円
と
な
っ
て
お
り
、対
前
年
度

比
で
は
１
１
４
％
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
た

な
森
林
・
林
業
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、森

林
資
源
の
適
切
な
管
理
及
び
持
続
的

な
利
用
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、

２
０
５
０
年「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」を
見
据
え
、森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

に
よ
る「
グ
リ
ー
ン
成
長
」の
実
現
に
向

け
た
施
策
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
の

予
算
要
求
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
ご
と
の
主
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

令和４年度　林野庁関係予算概算要求（総括表） 　　　　   　　　　    令和３年８月

区分 令和３年度当初予算額
（百万円）

令和４年度概算要求額
（百万円） 対前年度比（％）

　公共事業費 197,031 231,393 117.4
　　一般公共事業費 186,751 221,113 118.4
　　　治山事業費 61,948 73,346 118.4
　　　森林整備事業費 124,803 147,767 118.4
　　災害復旧等事業費 10,280 10,280 100.0
　非公共事業費 106,256 114,792 108.0

合計 303,287 346,185 114.1
（注）１　上記のほか、農山漁村地域整備交付金及び農山漁村振興交付金に、林野関係事業を措置している。
　　		２　金額は、関係ベース。デジタル庁計上の政府情報システム予算を含む。
　　		３　計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。
※	「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に係る経費、盛土による災害の防止に向けた総点検を踏まえた対応に係る経費、		
　	「総合的な TPP等関連政策大綱」を踏まえた農林水産分野における経費、ALPS処理水の海洋放出に伴う風評影響に対応するための
　	対策に必要な経費については、予算編成過程で検討。

TOPICS

01



9 2021.10 No.175   林野

❶ 

森
林
整
備
事
業〈
公
共
〉

【
１
，４
７
８
億
円(

１
，２
４
８
億
円)

】

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え

た
グ
リ
ー
ン
成
長
を
実
現
す
る
た
め
、

森
林
吸
収
量
の
確
保
・
強
化
や
国
土
強

靱
化
、林
業
の
持
続
的
発
展
等
を
図
る

べ
く
、間
伐
の
着
実
な
実
施
に
加
え
、主

伐
後
の
再
造
林
の
省
力
化
・
低
コ
ス
ト

化
や
、幹
線
と
な
る
林
道
の
開
設
・
改
良

等
を
推
進
し
ま
す
。

❷ 

治
山
事
業〈
公
共
〉

【
７
３
３
億
円(

６
１
９
億
円)
】

　

豪
雨
や
豪
雪
、地
震
等
激
甚
か
つ
同

時
多
発
化
す
る
災
害
に
対
応
し
、国
土

強
靱
化
を
図
る
た
め
、流
域
治
水
と
連

携
し
た
治
山
対
策
の
強
化
や
、十
分
な

工
期
確
保
、施
設
の
機
能
強
化
な
ど
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
の
強
化
、津

波
に
強
い
海
岸
防
災
林
の
全
国
的
な
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

❸ 

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
グ
リ
ー
ン

　

 

成
長
総
合
対
策

【
２
２
４
億
円(

１
２
３
億
円)

】

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え

た
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
よ
る
グ

リ
ー
ン
成
長
を
実
現
す
る
た
め
、川
上

か
ら
川
下
ま
で
の
取
組
を
総
合
的
に
支

援
し
ま
す
。

〈「
新
し
い
林
業
」に
向
け
た
林
業
経
営

育
成
対
策
〉

　

伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収

支
を
プ
ラ
ス
転
換
す
る「
新
し
い
林
業
」

を
実
現
す
る
た
め
、新
た
な
技
術
の
導

入
に
よ
る「
新
し
い
林
業
」経
営
モ
デ
ル

の
構
築
、森
林
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
等
に

よ
る
経
営
力
向
上
、研
修
等
を
通
じ
た

労
働
安
全
強
化
対
策
等
の
取
組
を
総
合

的
に
支
援
し
ま
す
。

〈
林
業
・
木
材
産
業
成
長
産
業
化
促
進
対
策
〉

　

長
期
に
わ
た
る
持
続
的
な
林
業
経
営

を
確
立
す
る
た
め
、搬
出
間
伐
や
主
伐

と
再
造
林
を
一
貫
し
て
行
う
施
業
、路

網
の
整
備
・
機
能
強
化
、高
性
能
林
業
機

械
の
導
入
、再
造
林
の
推
進
に
資
す
る

コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
基
盤
施
設
の
整
備
、

出
荷
ロ
ッ
ト
の
大
規
模
化
の
た
め
の
共

同
販
売
体
制
の
構
築
、輸
入
木
材
の
不

足
へ
の
対
応
も
視
野
に
入
れ
た
木
材
加

工
流
通
施
設
、特
用
林
産
振
興
施
設
や

木
造
公
共
建
築
物
の
整
備
等
を
総
合
的

に
支
援
し
ま
す
。

〈
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
総
合
対
策
〉

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
資
源
管
理
・
生
産
管

理
を
行
う
ス
マ
ー
ト
林
業
、早
生
樹
・
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
苗
木
の
生
産
拡
大

に
向
け
た
採
種
穂
園
の
整
備
、造
林
作

業
の
自
動
化
機
械
や
木
質
系
新
素
材
の

開
発
、ス
マ
ー
ト
林
業
に
関
す
る
教
育

等
に
よ
る「
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」の

取
組
を
支
援
し
ま
す
。

〈
建
築
用
木
材
供
給
・
利
用
強
化
対
策
〉

　

木
材
利
用
促
進
法
の
改
正
を
踏
ま

え
、都
市
部
に
お
け
る
木
材
利
用
の
強

化
等
の
た
め
、建
築
用
木
材
の
利
用
の

実
証
、大
径
材
活
用
に
向
け
た
技
術
開

発
、製
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ（
直
交
集
成
板
）等

の
建
築
物
へ
の
利
用
環
境
整
備
等
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、引
き
続
き
注
視
が

必
要
な
木
材
需
給
動
向
に
対
応
す
る
た

め
の
需
給
情
報
の
共
有
、地
域
ご
と
の

生
産
・
流
通
の
課
題
解
決
の
取
組
等
を

支
援
し
、建
築
用
木
材
の
供
給
体
制
を

強
化
し
ま
す
。

〈
木
材
需
要
の
創
出
・
輸
出
力
強
化
対
策
〉

　

非
住
宅
建
築
物
の
木
質
化
の
効
果
の

検
証
・
発
信
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
の
た
め
の
地
域
の
体
制
づ

く
り
、木
材
製
品
の
輸
出
の
推
進
等
に

よ
る
木
材
利
用
の
拡
大
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、流
通
木
材
の
合
法
性
確
認
シ

ス
テ
ム
の
開
発
に
向
け
た
調
査
等
を
実

施
し
ま
す
。

〈
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向

け
た
国
民
運
動
展
開
対
策
〉

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向

け
、植
樹
等
の
森
林
づ
く
り
や
木
材
利

用
を
国
民
運
動
と
し
て
進
め
て
い
く
た

め
、企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
、森
林
空
間
利
用
の
促

進
、建
築
物
等
で
の
木
材
利
用
拡
大
の

機
運
醸
成
に
係
る
取
組
等
を
展
開
し
ま

す
。

❹ 

「
緑
の
人
づ
く
り
」総
合
支
援
対
策

【
53
億
円(

47
億
円)

】

　

林
業
へ
の
新
規
就
業
者
の
育
成
・
定

着
に
向
け
た
研
修
、就
業
前
の
青
年
に

対
す
る
給
付
金
の
支
給
、高
校
生
や
社

会
人
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、現
場
管
理
責
任
者
等
の
育
成
や
技

能
検
定
制
度
の
創
設
、森
林
経
営
管
理

制
度
を
担
う
技
術
者
の
育
成
等
を
支
援

し
ま
す
。

❺ 

森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

【
14
億
円(

14
億
円)

】

　

森
林
・
山
村
の
多
面
的
機
能
の
発
揮

や
山
村
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
域
の
活
動
組
織
が
実
施
す
る
森
林
の

保
全
管
理
、森
林
資
源
の
利
用
、関
係
人

口
の
拡
大
を
図
る
取
組
等
を
支
援
し
ま

す
。
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注
目
し
て
解
説

し
ま
し
た
。「
間

伐
」や「
森
林
認

証
」
な
ど
、
専

門
的
な
用
語
を

分
か
り
や
す
く

解
説
す
る
よ
う

努
め
ま
し
た
。

（facebook

の

お
知
ら
せ
か
ら

解
説
ペ
ー
ジ

を
閲
覧
し
た
人

数
：
１
．
9
万

人
）※
9
月
末

現
在

5
月
19
日（
第
3
回
）

林
野
庁
に
も
漫
画
家
が
!?

　

こ
の
日
の
放
送
で
は
、石
ノ
森
章
太
郎
原
画
展
の
チ
ラ

シ
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
日
は
、一
般
の
方
々
に
森

林
や
林
業
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
林
野
庁
の
職
員
の

漫
画
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。林
野
庁
や
北
海
道
森
林

管
理
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
様
々
な
漫
画
や
イ
ラ
ス
ト

林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
お
か
え
り
モ
ネ
」

解
説
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
振
り
返
っ
て

　

5
月
17
日
か
ら
放
送
が
開
始
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説「
お
か
え
り
モ
ネ
」。林
野
庁
で
は
、ド
ラ
マ

で
扱
わ
れ
た
森
林
や
林
業
等
の
話
題
に
つ
い
て
、見
て
い

る
方
々
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
独
自
の
解
説

を
行
い
ま
し
た
。林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
、ド
ラ
マ

制
作
に
林
業
考
証
と
し
て
参
加
さ
れ
た
登
米
町
森
林
組

合
の
竹
中
雅
治
参
事
か
ら
い
た
だ
い
た
素
敵
な
写
真
を

掲
載
し
た
解
説
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、放
送
の
当
日
に
更
新

を
行
い
、こ
れ
を
林
野
庁
公
式facebook

で
紹
介
し
ま

し
た
。

　

今
回
、そ
れ
ら
の
解
説
の
中
で
反
響
の
大
き
か
っ
た
も

の
に
つ
い
て
、紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。な
お
、解
説

の
全
文
に
つ
い
て
は
、林
野
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、文
末
に
解
説
を
担
当
し
た
担

当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

5
月
17
日（
第
1
回
）

森
林
組
合
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

記
念
す
べ
き
第
1
回
の
放
送
で
す
。森
林
組
合
に
見

習
い
と
し
て
就
職
し
た
モ
ネ
。森
林
組
合
の
個
性
的
な

職
員
と
の
人
間
関
係
な
ど
こ
れ
か
ら
の
展
開
が
と
て
も

楽
し
み
に
な
る
回
で
し
た
。こ
の
日
は
、「
森
林
組
合
」に

TOPICS

02

登米町森林組合

お山ん画 表紙

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（facebook

の
お
知
ら
せ
か
ら
解
説

ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
た
人
数
：
１
．５
万
人
）※
9
月
末
現
在

7
月
2
日（
第
35
回
）

国
づ
く
り
は
樹
木
で
山
を
埋
め
る
こ
と

　

こ
の
日
の
放
送
で
は
、伊
達
政
宗
公
の
教
え
と
し
て
、

サ
ヤ
カ
さ
ん
が「
国
づ
く
り
と
は
樹
木
で
山
を
埋
め
る
こ

と
に
あ
り
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。江
戸
時
代
に
は
、国
を

豊
か
に
す
る
に
は
木
を
植
え
る
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
た

そ
う
で
、こ
の
日
は
、森
林
を
有
効
に
利
用
し
つ
つ
も
同

時
に
保
全
し
て
い
く
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
実
践
し
て
い

た
の
か
解
説
し
ま
し
た
。

　

解
説
の
ペ
ー
ジ
に
、江
戸
時
代
後
期
の
木
曽
地
方
や

飛
騨
地
方
で
行
わ
れ
て
い
た
伐
木
・
運
材
の
技
術
を
説
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明
す
る
絵
巻
物
で
、林
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

「
木き

そ
し
き
ば
つ
ぼ
く
う
ん
ざ
い
ず
え

曽
式
伐
木
運
材
図
会
」を
掲
載
し
ま
し
た
。江
戸
時
代

の
人
々
の
森
林
に
対
す
る
畏
敬
の
念
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

株祭之図祭山神図

コウヨウザンの萌芽更新

担
当
者
か
ら

森
林
利
用
課　

課
長
補
佐　

東 

大
介

　

ま
さ
か
朝
ド
ラ
で
森
林
・
林
業
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

放
送
を
見
る
と
、一
般
の
方
に
は
分
か
ら

な
い
細
部
ま
で
作
り
込
ん
で
あ
っ
た
の
に

驚
き
、林
業
考
証
を
務
め
た
竹
中
参
事
の

本
気
に
、頭
が
下
が
り
ま
す
。今
回
、解
説

を
行
う
に
あ
た
り
、「
少
し
マ
ニ
ア
ッ
ク
に

親
し
み
や
す
く
」を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

こ
の
解
説
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、少
し
で
も

多
く
の
方
に
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

林
政
課　

広
報
官　

服
部 

浩
治

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
で
林
業
の
様
子
が
紹

介
さ
れ
、と
て
も
興
奮
し
ま
し
た
が
、そ
の

描
写
が
と
て
も
リ
ア
ル
な
こ
と
に
感
動
し

ま
し
た
。林
業
の
継
続
が
困
難
な
ほ
ど
丸

太
価
格
が
低
迷
し
、生
産
者
の
悲
哀
が
よ

く
表
現
さ
れ
て
い
た
一
方
、モ
ネ
が
商
品

開
発
に
取
り
組
み
、需
要
を
開
拓
す
る
姿

に
多
く
の
方
が
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。そ
う
し
た
思
い
を
視
聴
者
の

皆
さ
ん
と
共
有
で
き
た
こ
と
が
、と
て
も

幸
せ
で
し
た
。

（
公
式facebook

の
お
知
ら
せ
か
ら
解
説
ペ
ー
ジ
を
閲

覧
し
た
人
数
：
２
．２
万
人
）※
9
月
末
現
在

7
月
16
日（
第
45
回
）

萌
芽
更
新　

　

こ
の
日
の
放
送
で
は
、伐
採
さ
れ
た
樹
齢
３
０
０
年
の

ヒ
バ
の
切
り
株
の
根
の
間
か
ら
若
い
芽
が
出
て
き
て
い

る
場
面
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。モ
ネ
の
こ
れ
か
ら
と
将
来

へ
続
く
森
林
の
営
み
を
連
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
、と
て

も
感
動
的
な
シ
ー
ン
で
し
た
。

　

ド
ラ
マ
の
ヒ
バ
の
芽
と
は
異
な
り
ま
す
が
、広
葉
樹
な

ど
で
伐
採
さ
れ
た
切
り
株
の
外
周
か
ら
若
い
芽
が
育
つ

こ
と
を
萌
芽
更
新
と
い
い
ま
す
。こ
の
日
は
萌
芽
更
新
に

つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。樹
木
の
内
部
に
は
成
長
の
過

程
で
埋
没
し
た
芽
が
数
多
く
潜
伏
し
て
お
り
、伐
採
に
よ

り
休
眠
か
ら
目
を
覚
ま
し
て
芽
を
出
す
の
で
す
。ク
ヌ

ギ
や
コ
ナ
ラ
な

ど
の
薪
や
炭
の

生
産
を
目
的
に

里
山
林
で
古
く

か
ら
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。（
公

式facebook

の

お
知
ら
せ
か
ら

解
説
ペ
ー
ジ
を

閲
覧
し
た
人
数
：

１
．４
万
人
）※

9
月
末
現
在

林野庁公式Facebook、Twitterでも毎日情報発信しています。

Facebook Twitter
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日本森林学会による

公益社団法人大日本山林会	常務理事　松
まつもと

本 芳
よ し き

樹

　
２
０
２
０
年
５
月
、
大
日
本
山
林
会
の
林

業
文
献
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
収
集
資
料
群
と
と

も
に
林
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
古
今
東
西
、
森
林・
林
業・
林
産
業
関
係
の

文
献・資
料
は
散
逸
し
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
文
献
等
を
収
集・
分
類・
保

管
し
、
社
会
一
般
の
利
用
に
供
す
る
機
関
を

設
立
し
よ
う
と
、
小
林
準
一
郎
氏（
当
時
王
子

製
紙
副
社
長
）が
構
想
し
、
林
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト・宮
原
省
久
氏
の
蔵
書
約
５
千
点
の
寄
贈

や
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
１
９
７
７

年
６
月
、
小
林
氏
の
私
的
機
関
と
し
て
林
業

文
献
セ
ン
タ
ー
が
文
京
区
小
石
川
の
伝
通
院

ビ
ル
の
一
室
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、81
年
に
林
政
総
合
調
査
研
究
所
の

付
属
機
関
と
な
り
、翌
82
年
に
は
手
狭
に
な
っ

て
い
た
伝
通
院
ビ
ル
か
ら
東
京
の
ど
真
ん
中
、

港
区
赤
坂
の
三
会
堂
ビ
ル
地
下
１
階
に
移
転

し
、大
日
本
山
林
会
の
資
金
協
力
の
下
で
運
営

を
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

  

そ
し
て
、
86
年
６
月
、
名
実
と
も
に
本
セ

ン
タ
ー
の
運
営
を
望
ん
で
い
た
大
日
本
山
林

会
に
創
立
百
周
年
記
念
行
事
と
し
て
林
政
総

合
調
査
研
究
所
か
ら
寄
付
の
形
で
移
管
さ
れ
、

現
在
の
林
業
文
献
セ
ン
タ
ー
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。

　
現
在
、
収
集
資
料
群
の
総
数
は
優
に
３
万

点
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
最
大
の
特
徴

は
、
本
セ
ン
タ
ー
創
立
時
に
所
蔵
文
献
の
骨

格
を
成
し
た
宮
原
氏
の
資
料
を
は
じ
め
、
森

第 回

林業文献センターの閲覧室

甲州河浦山木材切出御用之図（島田文庫）林業文献センターが入る三会堂ビル
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林
・
林
業
・
林
産
業
に
造
詣
の
深
い
多
く
の

方
々
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
群
が
、
そ
れ
ぞ

れ
「
宮
原
文
庫
」
の
よ
う
に
寄
贈
者
の
名
字

を
付
し
て
「
○
○
文
庫
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　
収
集
し
た
年
代
順
に
主
な
文
庫
の
特
徴
を

整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■ 

宮
原
文
庫

　
林
材
、
林
政
を
中
心
と
し
、
技
術
論
や
戦

前
期
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
で
と
内
容
が
多
彩

な
こ
と
が
特
徴
で
、
１
９
３
１
年
創
刊
の
日

本
木
材
研
究
会
『
木
材
』
の
全
号
収
集
は
唯

一
無
二
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

小
林
文
庫

　
本
セ
ン
タ
ー
創
設
者
の
「
小
林
文
庫
」
は
、

戦
前
、樺
太
か
ら
中
国
ま
で
工
場
を
持
つ
ト
ッ

プ
企
業
で
あ
っ
た
旧
王
子
製
紙
関
係
の
資
料

が
主
体
を
占
め
て
い
ま
す
。

■ 

早
尾
文
庫

　
元
山
林
局
業
務
課
長
で
あ
っ
た
早
尾
丑
麿

氏
が
収
集
し
た
旧
山
林
局
書
類
が
主
体
で
、

最
終
文
書
の
み
な
ら
ず
草
案
段
階
の
文
書
も

多
数
含
み
、
早
尾
氏
本
人
に
よ
る
い
ろ
い
ろ

な
書
き
込
み
が
あ
る
の
が
特
徴
で
、
深
い
読

み
込
み
が
可
能
な
貴
重
な
資
料
で
す
。

■ 

藤
村
文
庫

　
元
林
野
庁
指
導
部
長
で
あ
っ
た
藤
村
重
任

氏
が
国
有
林
の
形
成
過
程
を
研
究
す
る
た
め

に
収
集
し
た
資
料
を
主
体
と
し
ま
す
。

■ 

大
島
文
庫

　
戦
争
末
期
に
山
林
局
で
木
材
統
制
を
担
当

し
た
大
島
卓
司
氏
が
収
集
し
た
資
料
で
す
。

■ 

増
田
文
庫

　
本
多
静
六
博
士
や
徳
川
宗
敬
博
士
の
私
設

秘
書
的
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
増
田
荘
一
氏

が
収
集
し
た
資
料
で
、
藩
政
時
代
を
含
む
日

本
林
政
に
関
す
る
多
彩
な
資
料
か
ら
絵
図
ま

で
完
成
し
た
資
料
の
み
な
ら
ず
未
完
成
の
粗

資
料
ま
で
の
膨
大
な
数
が
手
付
か
ず
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

中
村
文
庫

　
元
東
京
農
工
大
教
授
の
中
村
克
哉
氏
が
収

集
し
た
資
料
で
、
椎
茸
栽
培
に
関
す
る
初
期

の
研
究
、
指
導
書
な
ど
特
用
林
産
物
に
関
す

る
資
料
で
す
。
中
で
も
田
中
長
嶺
の
「
菌
類

標
本
」
は
、
左
右
見
開
き
の
右
側
に
き
の
こ

の
写
生
、
左
側
に
標
本
そ
の
も
の
を
配
置
さ

せ
て
製
本
し
た
珍
し
い
書
籍
で
す
。

　

大
日
本
山
林
会
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
は
、

林
業
文
献
セ
ン
タ
ー
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
文

献･

資
料
検
索
画
面
」
か
ら
書
名
、
著
者
名
、

発
行
年
等
に
よ
り
収
蔵
資
料
を
検
索
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味
を
お
持

ち
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
、
林
業
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
こ
の
貴
重
な
資
料
群
を
よ
り
多
く
の
方

に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で

の
検
索
だ
け
で
は
な
く
、
閲
覧
も
可
能
と
な

る
よ
う
に
改
善
す
る
考
え
で
す
の
で
、
是
非

そ
ち
ら
に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。公益社団法人 大日本山林会 林業文献センター

〒107-0052　東京都港区赤坂 1-9-13 三会堂ビル B1F
☎ 03（3585）9608
URL：https//sanrinkai.or.jp/center

『木材』創刊号

増田文庫の所蔵資料

田中長嶺「菌類標本」

林業文献センターのページ内にある文献・資料検索画面
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令
和
２
年
度
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る

基
本
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の

一
層
の
推
進

重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
た
管
理
経
営
の
推
進

　
日
本
の
国
土
の
約
２
割
、
森
林
面
積
の
約

３
割
を
占
め
る
国
有
林
野
は
、
そ
の
多
く
が

奥
地
脊せ

き
り
ょ
う梁
山
地
や
水
源
地
域
に
分
布
し
、
人

　
国
有
林
野
事
業
で
は
、
国
有
林
野
の
管
理

経
営
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
国
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
聴
い
た
上
で
「
国
有
林
野
の
管
理
経

営
に
関
す
る
基
本
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
国
有
林
野
の
管
理
経

営
を
行
い
、
毎
年
、
そ
の
前
年
度
に
お
け
る

実
施
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和
11
年

３
月
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
管
理
経
営
基

本
計
画
に
基
づ
く
令
和
２
年
度
の
実
施
状
況

を
公
表
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

工
林
や
原
生
的
な
天
然
林
等
の
多
様
な
生
態

系
を
有
し
て
お
り
、
国
土
保
全
や
水
源
涵か

ん
よ
う養

等
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
国
有
林
野
事
業
で
は
、
公
益
重
視
の
管
理

経
営
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
５
つ
の

機
能
類
型
区
分
に
基
づ
き
、
流
域
の
自
然
的

特
性
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
森
林
施
業
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

治
山
事
業
の
実
施

　
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
確
保
す
る

た
め
、
治
山
事
業
に
よ
る
荒
廃
地
の
整
備
や

災
害
復
旧
、
保
安
林
の
整
備
等
を
計
画
的
に

進
め
て
い
ま
す
。
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
に
は
民
有
林
へ
の
支
援
も
含
め
た
迅
速
な

災
害
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

路
網
の
整
備

　
森
林
の
適
切
な
整
備
・
保
全
、
林
産
物
の

供
給
等
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
林
道
や
森

林
作
業
道
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
路
網
整

備
を
進
め
つ
つ
、
現
地
で
発
生
す
る
資
材
を

取 組
国有林野事業の

図 1 国有林野の分布
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活
用
し
た
コ
ス
ト
縮
減
等
に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
豪
雨
災
害
が
多
発
す
る
中
で
災
害

の
危
険
性
が
高
い
地
区
に
お
い
て
、
被
災
の

危
険
性
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
改
良
を
実
施

し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

　
間
伐
等
の
森
林
整
備
や
積
極
的
な
木
材
利

用
、
国
民
参
加
の
森も

り林
づ
く
り
と
と
も
に
、

人
工
林
資
源
の
成
熟
に
伴
い
主
伐
面
積
が
増

加
す
る
中
で
、
将
来
に
わ
た
る
二
酸
化
炭
素

の
森
林
吸
収
量
を
確
保
・
強
化
す
る
た
め
、

再
造
林
に
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

生
物
多
様
性
の
保
全

　
「
保
護
林
」
や
「
緑
の
回
廊
」
に
お
け
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
を
通
じ
た
保
護
・
管

理
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
森
林
づ

く
り
の
推
進
、
森
林
の
適
切
な
保
全
・
管
理
、

施
業
現
場
に
お
け
る
生
物
多
様
性
へ
の
配
慮

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
写
真
２
）。

森
林
・
林
業
の

再
生
に
向
け
た
貢
献

　
我
が
国
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
貢
献
す

る
た
め
、
国
有
林
の
組
織
・
技
術
力
・
資
源

を
活
用
し
、
民
有
林
経
営
へ
の
支
援
等
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
（
写
真
５
）。
伐
採

か
ら
造
林
ま
で
を
一
体
的
に
行
う
「
一
貫
作

業
シ
ス
テ
ム
」
や
生
産
性
向
上
に
効
果
的
な

手
法
の
普
及
・
定
着
を
図
る
「
生
産
性
向
上

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
有
林
野
に
は
森
林
・
林
業
分

野
に
関
す
る
知
識
と
林
業
を
実
践
で
き
る

写真 1

写真 2

写真 3 写真 4

法面保護工を行った氷
こおりがせ

ヶ瀬小
こ ま た

俣林道

イヌワシの狩場創出を考慮した人工林の小規模
な伐採

熊本県芦北町の応急対策完成の様子 ヘリコプターから撮影した写真及び
「山地災害調査アプリの画面」

令和２年７月豪雨への対応
　九州森林管理局では、令和２年７月豪雨により山地災害が集中した熊本県芦

あしきたまち

北町等１市２町において、熊本
県知事からの要請を受け、民有林の治山施設や林地復旧を国の直轄代行により施工する特定民有林直轄治山施
設災害復旧等事業を10月に開始しました（写真３）。
　また、中部森林管理局及び九州森林管理局では、宇宙航空研究開発機構（JAXA）が緊急観測したデータの提
供を受け、土砂移動の可能性が高い区域を中心にヘリコプターによる上空からの調査を行うなど効率的に調査
しました。調査状況については、モバイルアプリケーションの「山地災害調査アプリ」等を用いて、林野庁―
森林管理局―森林管理署において、リアルタイムで共有するなど迅速な把握を行うとともに、これらの情報を
地方公共団体に共有しました（写真４）。



16林野   2021.10 No.175

フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
有
林
野

事
業
の
人
的
資
源
を
活
用
し
た
講
師
の
派
遣

や
、
国
有
林
野
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
た

技
術
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
６
、７
）。

国
民
の
森も

り林
と
し
て
の

管
理
経
営

　
学
校
等
と
森
林
管
理
署
等
が
協
定
を
結
び
、

様
々
な
自
然
体
験
等
を
進
め
る
「
遊ゆ

う
ゆ
う々

の
森
」

の
設
定
・
活
用
な
ど
、
森
林
環
境
教
育
に
係

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提

供
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
ら
森も

り林
づ
く
り
を
行
い
た
い
と

い
う
国
民
の
要
請
も
踏
ま
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
と
森
林
管
理
署
等
が
協
定
を
結
び
、

国
有
林
野
を
森も

り林
づ
く
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
提
供
す
る
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
や
「
木

の
文
化
を
支
え
る
森
づ
く
り
」
等
を
設
定
す

る
と
と
も
に
、
技
術
指
導
や
助
言
等
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
８
）。

新型コロナウイルス感染症の影響への対応（国有林材の供給調整対策）
　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症による社会・経済への影響により、年度当初に製材・合板工場の
生産調整等が行われ、素材（丸太）需要が減少、木材価格も下落するなど影響が広がりました。これを受け、
各森林管理局及び本庁で国有林材供給調整検討委員会を臨機に開催し、各地域の需要等を踏まえながら、立木
販売の公告延期や素材（丸太）生産を伴わない事業への振替等に取り組みました。
　その結果、令和２年度の国有林材供給量は、前年度比約１割減少しました（特に立木販売量は約３割減少）。
素材（丸太）生産量についても、事業の振替等により、第３四半期以降、１～２割減少しました。こうした取
組については、国有林材供給調整検討委員会において、民有林での取組と相まって、一定の効果があったと評
価されました。（図２、３）。

写真 5

写真 7写真 6

図
２

図
３

現地検討会における無人航空機による苗木の運
搬の様子

国有林野における獣害対策の現地実習の様子造林作業の現地研修の様子

月
別
立
木
販
売
量
の
推
移

月
別
素
材
（
丸
太
）
生
産
量
の
推
移
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国
有
林
野
の
維
持
及
び
保
存

　
松
く
い
虫
被
害
や
ナ
ラ
枯
れ
等
の
森
林
病

虫
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
地
方
公
共
団
体

や
地
域
住
民
と
連
携
し
つ
つ
、
伐
倒
駆
除
等

の
被
害
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ

カ
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
地
域
の

関
係
行
政
機
関
等
と
連
携
し
て
、
効
果
的
な

捕
獲
技
術
の
実
用
化
や
捕
獲
協
力
等
も
含
め
、

総
合
的
な
被
害
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写

真
９
）。

国
有
林
野
の
林
産
物
の
供
給

　
国
有
林
野
事
業
で
は
、
森
林
整
備
の
結
果

得
ら
れ
る
木
材
の
持
続
的
・
計
画
的
な
供
給

に
努
め
、
地
域
の
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
写
真

10
）。
令
和
２
年
度
の
国
有
林
材
供
給
量
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

踏
ま
え
た
供
給
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
約

３
８
９
万
㎥（
丸
太
換
算
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
有
林
野
の
活
用

　
優
れ
た
景
観
を
有
し
、
森
林
浴
や
自
然
観

察
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
等
に
適
し
た
国
有
林
野

を
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
に
設
定
し
、

そ
の
う
ち
、
特
に
景
観
等
の
優
れ
た
も
の
を

「
日に

っ
ぽ
ん本

美う
つ
くし

の
森　
お
薦
め
国
有
林
」
と
し
て

93
か
所
選
定
し
て
重
点
的
な
環
境
整
備
等
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
有
林
野
の
事
業
運
営

　
適
切
な
森
林
整
備
を
通
じ
た
収
穫
量
の
確

保
や
コ
ス
ト
縮
減
等
に
よ
る
計
画
的
か
つ
効

率
的
な
事
業
実
行
に
努
め
、
令
和
２
年
度
は

２
１
１
億
円
の
債
務
返
済
を
行
い
、
累
積
返

済
額
は
１
，
１
４
１
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
国
有
林
野
の
管
理
経
営

　
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
当
た
っ
て
、
地
域
の
期
待

に
応
え
る
た
め
、
10
年
に
わ
た
り
様
々
な
取

組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
被
災
し
た
海
岸
防
災
林
に
つ
い
て
、
ク
ロ

マ
ツ
等
の
植
栽
を
進
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
等

の
民
間
団
体
の
協
力
も
得
な
が
ら
植
栽
や
保

育
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
（
写
真
11
）。

　
ま
た
、
福
島
県
相
双
地
域
の
避
難
指
示
解

除
区
域
に
お
け
る
林
業
再
生
に
向
け
、
森
林

整
備
、
木
材
生
産
、
林
道
の
維
持
修
繕
・
改

良
を
平
成
30
年
度
か
ら
本
格
的
に
再
開
し
て
、

今
後
も
適
切
な
森
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

写真 8

写真 9

写真 10

写真 11

地元小中学生による祖谷のかずら橋の架け替え
資材の苗木づくり

近畿中国森林管理局職員が考案した改良型わな
（シカ捕獲手法）の実演会の様子

民有林と連携した森林認証材の協調出荷の
様子

植栽後７年が経過した海岸防災林（宮城県
岩沼市の下野郷字須賀原林国有林）
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　林野庁は９月30日に、我が国の木材需給の状況を明らかにする「令和２年（2020年）木材需給表」を公表
しました。
　令和２年（2020年）の木材の総需要量は、7,444万㎥（丸太換算。以下同じ。）で前年に比べ9.1%減少しま
した。総需要量は昨年に引き続き減少しました。
　国内生産量は3,115万㎥で前年に比べ0.5%増加し、平成22年から11年連続で増加しました。輸入量は
4,329万㎥で前年に比べ15.0%減少しました。
　令和２年（2020年）の製材、合板等の用材の自給率は前年から2.4ポイント上昇して35.8%となり、用
材にしいたけ原木及び燃料材を加えた総量の自給率は、前年から4.0ポイント上昇して41.8%となりまし
た。用材、総量ともに自給率は、平成23年から10年連続で上昇しました。
　より詳しい「木材需給表」の内容は下記のURLから御覧になれます。
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/mokuzai_zyukyu/index.html

「令和２年（2020年）木材需給表」の公表について
～木材自給率は48年ぶりに40%台に回復～

TOPICS

03 

令和２年　木材需給の構成令和２年　需要（供給）量 （単位：万㎥）

2,459.7

891.9

2,606.4

181.2

1,280.5

7,419.7

24.2
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ミ ス 日 本 み ど り の 女 神

小
こ ば や し

林 優
ゆ う き

希

　　

高
齢
化
に
伴
い
、ク
ヌ
ギ
原
木
が
大
径
化
し
て

し
ま
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に“
農

中
森
力
基
金
”を
活
用
し
て
、広
葉
樹
林
区
域
の

施
業
後
の
選
定
や
原
木
の
用
途
別
の
エ
リ
ア
分

け
、大
径
化
し
た
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
広
葉
樹
資
源

の
循
環
利
用
に
向
け
て
ク
ヌ
ギ
を
植
栽
す
る
な

ど
、様
々
な
取
り
組
み
を
試
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
事
業
の
成
果
を
発
表
さ
れ
て
い
た
時
、

「“
農
中
森
力
基
金
”が
な
け
れ
ば
赤
字
だ
っ
た
」

と
い
う
お
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。“
農

中
森
力
基
金
”は
、た
だ
課
題
解
決
を
す
る
た
め

の
助
成
金
で
は
な
く
、各
森
林
組
合
が
な
か
な
か

試
せ
な
い
施
策
へ
踏
み
出
す
こ
と
を
後
押
し
す

る
基
金
な
の
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

　

11
月
頃
に
発
表
会
の
様
子
が
公
開
さ
れ
る
そ

う
で
す
。各
地
で
課
題
は
尽
き
な
い
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、ぜ
ひ
こ
の
発
表
会
を
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。

木
材
を
使
用
し
た

公
共
施
設
の
模
型
に
触
れ
感
動

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、東
京
国
立
近
代
美
術

館
で
行
わ
れ
て
い
た「
隈
研
吾
展
〜
新
し
い
公

共
性
を
つ
く
る
た
め
の
ネ
コ
の
5
原
則
」へ
。

国
産
の
木
材
を
用
い
た
デ
ザ
イ
ン
で
設
計
さ
れ

た
新
国
立
競
技
場
や
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
の

模
型
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、木
材
の
持
つ

ぬ
く
も
り
が
生
き
る
よ
う
に
と
計
算
し
尽
く
さ

れ
た
建
築
の
数
々
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

昨
年
の
秋
頃
ま
で
仮
設
建
築
物
と
し
て
設
置
さ

れ
て
い
た「
Ｃ
Ｌ
Ｔ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ

Ｉ
」と
い
う
、国
産
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

た
展
示
施
設
の
模
型
が
見
ら
れ
、と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。現
在
は
岡
山
県
に
あ
る
よ
う
な

の
で
、一
度
足
を
運
ん
で
見
て
み
た
い
で
す
！

課
題
解
決
に
は

農
中
森
力
基
金
が
重
要
と
改
め
て
認
識

　

聴
講
し
た
お
話
の
一
つ
に
、愛
媛
県
大
洲
市

森
林
組
合
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
の
事

業
対
象
地
と
な
っ
た
場
所
は
、針
葉
樹
と
広
葉

樹
が
隣
接
し
た
未
整
備
森
林
。取
り
組
み
内
容

と
し
て
他
の
地
域
同
様
、未
整
備
林
の
作
業
道

の
開
拓
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、大
洲
市

森
林
組
合
が“
農
中
森
力
基
金
”を
利
用
し
て
実

施
し
た
取
り
組
み
は
、そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
。

　

大
洲
市
森
林
組
合
は「
ク
ヌ
ギ
原
木
の
大
径

化
」と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。か
つ
て

は
ク
ヌ
ギ
の
立
木
売
買
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

て
、原
木
椎
茸
の
取
扱
量
は
県
下
1
位
だ
っ
た

と
か
。し
か
し
山
林
所
有
者
や
椎
茸
生
産
者
の

▲「CLT PARK HARUMI」の模型

▲大径木化したクヌギ林（提供：大洲市森林組合）

　

先
日
は
全
国
森
林
組
合
連
合
会
と
農
林
中
央

金
庫
が
共
催
し
て
い
る「
森
林
組
合
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
・
森
林
再
生
基
金
事
業
発
表
会
」の
オ
ン

ラ
イ
ン
講
演
会
の
事
前
収
録
が
行
わ
れ
、司
会

進
行
役
と
し
て
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
で
は
、国
内
の
荒
廃
し
た
民
有

林
を
再
生
し
、森
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続
的

に
発
揮
さ
せ
る
事
業
や
活
動
へ
の
助
成
金
で
あ

る
、“
農
中
森も

り
ぢ
か
ら力
基
金
”を
利
用
し
た
取
り
組
み

の
結
果
が
報
告
さ
れ
、北
は
北
海
道
の
鶴
居
村

森
林
組
合
か
ら
南
は
鹿
児
島
県
森
林
組
合
連
合

会
ま
で
、全
国
各
地
か
ら
9
つ
の
組
合
が
集
い

ま
し
た
。

▲２年前に2018ミス日本みどりの女神 竹川智世さんが足
を運んでいました！



検 索情報誌 林野
「林野」は林野庁 HP でもご覧になれます。詳しくは

発
行

／
林

野
庁

　
〒

100-8952　
東

京
都

千
代

田
区

霞
が

関
1-2-1　

電
話

 03-3502-8111（
代

）　
Ｆ

Ａ
Ｘ

03-3591-6505
編

集
／

株
式

会
社

創
言

社
　

東
京

都
千

代
田

区
飯

田
橋

4-8-13　
　

印
刷

／
株

式
会

社
コ

ー
ム

ラ
　

岐
阜

県
岐

阜
市

三
輪

ぷ
り

ん
と

ぴ
あ

３


